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小山市長　令和4年３月　定例記者会見

令和３(2021)年度小山評定ふるさと応援事業（ふるさと納税）及び企業版ふ
るさと納税（地方創生応援税制）の寄附受入について
～全国の寄附者様に感謝！～

「テクノパーク小山南部」の公募の開始について
～圏央道五霞ICまで18㎞の好立地～

多文化共生総合支援センター「多言語ガイドブック」作成について
～異なる文化を分かち合い共に生きるまち小山に向けた情報発信～

副市長、部長発表内容

「小山市ファンクラブ通信　Ｏｙａｍａ　Ｆａｎ（おやまファン）」創刊について
～小山の魅力をsakutto(サクッと)お届けします～

「豪農屋敷」で過ごすワーケーション１日体験の実施について
～古民家を味わうワーケーション体験を～

「（仮称）小山東部第一広場」の名称募集について
～新しい広場の名付け親になろう！～

いちご一会とちぎ国体・いちご一会とちぎ大会のＰＲ展示について
～４２年ぶりの栃木県開催の国体をオール小山で盛り上げていきましょう～



  記者会見資料 

総合政策部 総合政策課 

（担当  高山 22－9351） 

１． 件 名 

令和３（2021）年度小山評定ふるさと応援事業（ふるさと納税）及び企業版ふるさ

と納税（地方創生応援税制）の寄附受入について 

～全国の寄附者様に感謝！～ 

 

２． 内 容 

（１）小山評定ふるさと応援事業（ふるさと納税） 

小山市では、今年度のふるさと納税による寄附額が、令和３（２０２１）年１２月末

に８億 2 千万円を超え過去最高額だった昨年度の寄附額 7億円を上回ったところ

であり、令和4（２０２２）年 3月末には 10億円以上に達する見込みとなりました。 

小山市を応援したいという全国の皆様からの寄附金を各種事業の財源とするこ

とで、寄附者様の思いを反映させた魅力ある地域づくりを推進するとともに、小山

ブランドをはじめとする地場産品を返礼品として送付することで、地域産業の活性

化に寄与してまいります。 

年  度 寄 附 件 数 寄 附 額 

令和元年度 11,246件 243,308千円 

令和2年度 44,551 件 705,643千円 

令和3年度（2月末現在） 68,474件 972,234千円 

 

(2)企業版ふるさと納税（地方創生応援税制） 

    小山市では、今年度の企業版ふるさと納税による寄附受入実績が、令和３（２０２１）

年１２月末に３件で７００万円となり、さらに、現在、 １件３００万円の寄附の申出を

いただいていることから、令和４（２０２２）年３月末には、合計で４件１，０００万円に

達する見込みとなりました。 

    小山市の地方創生事業を応援したいという企業からの寄付金を「小中学校のＩＣＴ

化事業」をはじめ、小山市が取り組む事業に活用させていただき、地方創生の推進

を図るとともに、寄附企業との連携や協働関係の構築につなげてまいります。 

年 度 寄 附 件 数 寄 附 額 

令和元年度 １件 １５，０００千円 

令和２年度 １件 １０，０００千円 

令和３年度（見込み） ４件 １０，０００千円 
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  記者会見資料 

産業観光部 工業振興課 

（担当 若林 ２２－９３９５） 

１． 件 名 

「テクノパーク小山南部」の公募の開始について 

～圏央道五霞 ICまで 18㎞の好立地～ 

 

２． 趣 旨 

小山市は、東京圏から僅か 60 キロメートル、新幹線が停車する鉄道と国道が共に

交差する交通の要衝にあることに加え、圏央道の開通により、新 4 号国道を通じた京

浜・阪神方面へのアクセスが格段に向上し、本市への企業の立地利便性は一層高まっ

ております。 

このようなことから小山市では新 4 号国道沿線に「テクノパーク小山南部」の開発

を進めており、本日令和 4（2022）年 3 月 18 日より新規公募を開始いたしますの

で、多くの企業の応募をお待ちしております。 

 

３． 期 間 令和4(2022)年 3月 18日（金）～5月 13日（金） 

 

４． 概 要 （１）所 在 小山市大字塚崎・東野田・武井地内 

（２）分譲面積 11.2 ヘクタール 

（３）分譲区画 6区画 

 

５． 応募方法 ホームページにあります「工業用地取得申込書」に記載の上、 

必要書類を添えて持参いただくか、郵送で提出ください。 

 

６． 問合せ先 小山市 産業観光部 工業振興課 企業誘致・工業団地開発推進室  

〒323-8686栃木県小山市中央町 1-1-1 

TEL 0285-22-9396 FAX 0285-22-9256 

メール d-kougyo@city.oyama.tochigi.jp 

 

※詳細については、別添のチラシをご覧下さい 
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記者会見資料 

市民生活部 国際政策課 

（担当 日高 ２２－９３４４） 

１． 件 名 

多文化共生総合支援センター「多言語ガイドブック」作成について 

～異なる文化を分かち合い共に生きるまち小山に向けた情報発信～ 

 

２． 趣 旨 

外国人相談に対応するための相談窓口である「多文化共生総合支援センター」のさ

らなる周知と生活情報提供のサポートとなるよう、８言語とやさしい日本語でのガイド

ブックを５種類作成しました。法務省の外国人受入環境整備交付金を活用した事業と

なりますが、当該交付金を活用したガイドブックの作成は県内初となります。 

 

３． 掲載内容（A５サイズ ２６ページ） 

 （１）多文化共生総合支援センター案内、データ集 

 （２）Ｑ＆Ａ事例集 

 （３）外国人がよく使用する教会やモスク、飲食店等施設マップ 

 （４）各種相談機関問合せ先                      等 

 

４． 翻訳言語・作成部数 

 （１）日本語・英語             ３００部 

 （２）やさしい日本語           ２００部 

 （３）スペイン語・ポルトガル語     ５００部 

 （４）ベトナム語・ネパール語       ２００部 

 （５）ヒンディー語・ウルドゥー語    ３００部         計１,５００部 

 

５． 工夫点 

 ・どういった相談に対応できるか周知するため、件数の多い相談事例を掲載 

 ・市内に多い国籍言語での翻訳により、概ね７０％の外国人をカバーした多言語化とな

ります。 

 

６． 配布先（予定） 

 ・多文化共生総合支援センター、各出張所、ガイドブック内掲載施設等 

○市ホームページにて、データでの配信も予定しております。 

○上記配布先以外にも必要に応じて、配布先を拡充させてまいります。 
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定例記者会見 

総合政策部 シティプロモーション課 

（担当 篠原 ２２－9353） 

１． 件 名 

「小山市ファンクラブ通信 Oyama Fan（おやまファン）」創刊について 

～小山の魅力を sakutto（サクッと）お届けします～ 

 

２． 趣 旨 

小山市では、シティプロモーションの将来像である「市民が愛着と誇りを持ち、生き

生きと暮らす『市民ひとりひとりが主役のまち』おやま」の実現を目指して、小山への

愛着（シビックプライド）の醸成と、さらには関係人口の創出・拡大を図るため、小山

市公式ファンクラブの運営を行っております。 

小山市公式ファンクラブでは、従来から会員の皆さまに月 1 回のメールマガジンに

よって、小山市の事業やイベント情報をご案内してきましたが、この度、小山の魅力

を発信する新たなツールとして小山市ファンクラブ会報誌「小山市ファンクラブ通信 

OyamaFan」を企画・制作しました。 

 今回の会報誌制作にあたっては、令和２年度に発足した小山プロモーションチーム

「sakutto OYAMA（サクッとおやま）」のメンバーの皆さまの協力を受け、小山の魅

力をご紹介いただいております。 

 

３． 内容・仕様 

 （１）内 容 

①【特集】思川桜 

②SAKUTTO OYAMA NAVI （サクッとおやまナビ） 

④ イベント information （インフォメーション） 

④ふるさとの逸品 

⑤ 小山市MAP（マップ）・アクセスガイド 

 （２）仕 様 

   A５サイズ・フルカラー 全 16ページ 初版 3,０00部 

 

４． 発 行 

（１）配布対象 

   現ファンクラブ会員（２，０９４名/令和４年２月末時点）、令和４年度の新規入会者 

（２）発 行 

年１回の頻度で、小山の魅力ある生活やふるさと納税などのローカル情報をお届け

します。 

※創刊号は、会員宛てに3月下旬に郵送し、市ウェブサイトでも公開予定です 
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５． 入会資格・方法・特典 

（１）入会資格 

どなたでも入会いただけます（入会無料）。 

（2）入会方法 

必要事項（氏名、年齢、住所、電話番号、メールアドレス）を添えて、下記いずれかの方

法で申込みが可能です。また、小山コミュニティ FM 放送局「おーラジ」でも入会を受

付けております。 

① Web（専用フォーム）申込 

下記の二次元バーコード読み込みまたはURLへアクセス 

・二次元コード ※データの提供が可能です 

 

 

 

 

・URL 

https://www.task-asp.net/cu/eg/lar092088.task?app=201800007 

② 郵 送 〒323-８６８６ 小山市中央町１－１－１ 

小山市役所 シティプロモーション課 シティプロモーション係 宛 

③ 窓 口 小山市役所 ６階 シティプロモーション課 

④ メール d-promotion@city.oyama.tochigi.jp 

⑤ F A X ０２８５－２２-９５４６ 

 （３）入会特典 

①ファンクラブオリジナルグッズ（入会時） 

②おーラジとのコラボ会員証（入会時） 

※市内のおーラジ加盟店で特典受けられます 

③メールマガジン（毎月１回） 

④小山市の産品が当たる抽選（年１回） 

⑤会報誌「小山市ファンクラブ通信 Oyama Fan」（年１回） 

 

６． 問合せ 

小山市 総合政策部 シティプロモーション課 シティプロモーション係 

TEL 0285-22-9353 
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  記者会見資料 

総合政策部 シティプロモーション課 

（担当 篠原 ２２－９３７２） 

１． 件 名 

「豪農屋敷」で過ごすワーケーション１日体験の実施について 

～古民家を味わうワーケーション体験を～ 

 

２． 内 容 

小山市では、関係人口創出拡大、移住定住促進のため、都会と田舎など複数の拠

点で暮らす「二地域居住」に着目し、東京圏からの近さや交通の利便性、豊かな地域

資源を活かし、空き家の有効活用を図るため、「空き家等を活用した二地域居住促

進事業」を実施しております。 

この度、下国府塚の「豪農屋敷」を管理運営するアクリーグ株式会社が、豪農屋敷

を改修し、レンタル&ワークスペース「HANARE（はなれ）」を備えた体験型交流施

設「門善屋（もんぜんや）」としてオープンしたことから、ワーケーション 1 日体験を

実施いたします。 

 

３． 概 要 

ワーケーション 1日体験 

   ・日  時  令和 4（２０２２）年 3月 25日（金） 9：00～17：00 

・場  所  〒323-0065 栃木県小山市下国府塚710-1 

「門善屋」レンタル&ワークスペース「HANARE」 

・参 加 費  5,000円（昼食、コーヒーの提供付） 

・定 員  先着 5名 

・申込締切  令和 4（２０２２）年 3月 24日（木） 12:00 まで 

・申 込 先  アクリーグ株式会社 （「空き家等を活用した二地域居住促進事業」受託事業者） 

TEL 0285-24-3933 メール info@acreeg.co.jp 

※詳細は別添チラシを参照ください 

 

４． 問合せ 

小山市 総合政策部 シティプロモーション課 移住定住推進係 

TEL 0285-22-9３７６ 
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  記者会見資料 

都市整備部 市街地整備課 

（担当 谷内 ２２－９３８１） 

１． 件 名 

「（仮称）小山東部第一広場」の名称募集について 

～新しい広場の名付け親になろう！～ 

 

２． 内 容 

    小山市では、土塔・犬塚エリア（小山東部第一土地区画整理事業地内）に地域住民

が主体となって、多様な活用ができる広場の整備を進めております。 

この広場に愛着を持って使っていただきたいことから、令和 4（２０２２）年 3 月

22日からの一般開放に併せ、広場の名称を募集することになりました。 

なお、広場整備にあたり、最近では社会実験として、マルシェや市民参加型の草

刈り大会等を行い、「どんな広場にしたいか」などのアンケートを取りつつ、地域住

民等からなる協議会を発足して検討をしてきました。その結果、広場の半分は子ど

もたちが走り回れる芝生、もう半分はマルシェなどのイベントができるインターロッ

キング舗装で整備し、今後はさらにトイレなど必要な設備も追加していく予定です。 

 

３． 応募資格  

どなたでもご応募いただけます。（1 人 1点のみの応募とします） 

 

４． 応募方法 

①インターネット「かんたん申請システム」にて、必要事項（広場の名前、その名前に

した理由、広場でやってみたいこと（アイデア）、氏名、年齢、住所、電話番号）を記

入し送信 

②応募用紙に必要事項を記入の上、FAX・郵送又は担当課窓口に提出（ハガキも可） 

※募集期間：令和４（２０22）年３月 22日（火） から 5月 10日（火）まで 

※応募用紙（チラシ）は担当課・本庁ロビーにて配布、市HPからもダウンロード可 

 

５． 選考基準 

①この広場のイメージにふさわしいもの、②呼びやすく親しみやすいもの 

 

６． 賞 

採用された方1名に、小山の豚「おとん」を使ったソーセージ・ベーコンの「おとっ

ぺギフト」をプレゼント。 

応募された方の中から、抽選で5名に「ミニおとっぺギフト」をプレゼント。 

※名称募集の詳細、広場整備のプロセスについては別紙資料をご覧ください。 
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  記者会見資料 

教育委員会 国体推進課 

（担当 望月 ２２－９８９２） 

１． 件 名 

いちご一会とちぎ国体・いちご一会とちぎ大会のＰＲ展示について 

～４２年ぶりの栃木県開催の国体をオール小山で盛り上げていきましょう～ 

 

２． 内 容 

令和４（2022）年に開催する「いちご一会とちぎ国体」及び「いちご一会とちぎ

大会」において、小山市では、とちぎ国体の正式競技５競技（水球・新体操・空手道・

軟式野球・ウエイトリフティング）とデモンストレーションスポーツ１競技（フォークダ

ンス）、とちぎ大会の団体競技１競技（車いすバスケットボール）を実施いたします。 

両大会の成功に向けて、市役所本庁舎１階にＰＲ展示を行い、来庁者の皆さまへ

広報・ＰＲを行うものです。 

 

３． 日 時 

令和４（2022）年３月２２日（火）から４月８日（金）まで 

 

４． 会 場 

小山市役所 本庁舎１階 多目的スペース 

 

５． 展示時間 

午前８時３０分から午後５時１５分まで 

※初日のみ午前１０時から展示を行い、開庁日のみ公開します 

 

６． 展示内容 

（１）市内児童や大学生が作製した都道府県応援のぼり旗 

（２）国体応援メッセージや出場者による意気込みメッセージボード 

   小山市出身の萩野公介さん（東京五輪代表）、髙松義伸選手（東京パラリンピッ

ク代表）、栃木ゴールデンブレーブスの選手からの応援メッセージなど 

（３）昭和５５年開催の「栃の葉国体」の記録記事、写真 

（４）国体ＰＲポケットティッシュの配布 

 

７． その他 

昨年、花粉症の悩ましい季節に、花粉症であることを周囲へお知らせするととも

に国体ＰＲも兼ねた「国体とちまるくん花粉症です缶バッジ」を作製・配布し好評だ

ったため、今年も限定３００個作製し、展示スペースで配布します。 

※展示期間内でも、なくなり次第終了となります。 
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